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論文審査の要旨（400字以内） 

 本研究の目的は、HCV 抗体の有無による移植腎生着率

と生存率を比較することである。 

 対象は生体腎移植を施行した 964 例で、HCV 抗体(-)の

914例と HCV抗体(+)の 50例に分け、腎生着率と生存率を比

較した。背景の偏りは、プロペンシティ・スコアマッチング

法を用いて調整した。 

 移植腎生着率は、HCV抗体(-)群(%) vs. HCV抗体(+)群

(%)で，36か月後 93.6 vs. 83.5、60か月後 88.4 vs. 71.8、120

か月後 75.6 vs. 51.3とHCV抗体(+)群の生着率は経年的に有

意に低下した(p<0.001)。また、HCV抗体陰性群(%) vs. HCV

抗体陽性群(%)で、36か月後 98.3 vs. 94.0、60か月後 97.3 vs. 

89.3、120か月後 93.7 vs. 81.3と HCV抗体(+)群の生存率は

経年的に有意に低下した(p<0.001)。 

腎生着率が低下する原因として、HCV 抗体(+)群では慢性

拒絶反応や移植後腎炎の割合が高いこと、移植後糖尿病の発

症率が高率であったことがあげられる。したがって、移植前

のインターフェロン治療が慢性拒絶反応を抑制し、移植腎生

着率の向上に寄与すると考えられた。 
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